箱根・仙石原で開催されている２箇所の美術展覧会

１．コレクター　鈴木常司　「美へのまなざし」
　本展覧会は、ポーラ美術館開館10周年記念として第Ｉ期～第III期のシリーズで開催されており、目下第II期「モネのポーラ美術館の絵画」が好評である。

　「鈴木常司」（1930～2000）氏は、ポーラ創業家二代目で40数年をかけて総数9,500点にもおよぶ西洋絵画、近現代の日本画・版画・彫刻・ガラス工芸などの多岐にわたる美術品のコレクターである。
　今回の展示品の目玉は、日本最多を誇る19点の「モネ」のコレクションで、「睡蓮の池」「ジヴェルーニの麦わら」など、明るい色彩のバランスのとれた構図の作品が多いのが特徴である。
２．「煌くヴェネチアンビーズ展」　～アドリア海の雫～

　箱根ガラスの森美術館

　イタリア・ヴェネチアは、かって、地中海貿易を独占して王候貴族を魅了するヴェネチアン・グラスを作りだした場所である。特に、18世紀から20世紀初頭の「ヴェネチアンビーズ」は、伝統的な技法で制作され、ご婦人たちのネックレス、イヤリングなどのアクセサリーやバッグやドレスの装飾にも用いられ、世界各国に輸出されて多くの人たちに愛用された芸術品である。
　展覧会では、職人たちの自負と一粒一粒手作業で制作された技で、数多くのビーズ装飾品が一大産業に発展して時を超えて生き続けている様子が展示されている。
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